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豊島区立郷土資料館だより

野菜種子の絵袋 進藤進氏所蔵フランス ･ビルモラン社の野菜ポスター カネ ト高報 (1933年)
横木奉書氏所蔵 榎本春吉氏寄贈

2008年度企画展
いちuゆうにゅうこん
一概入魂 .I-8本の農業をささ克彦遺書崖～
2008年10月16日(木)-12月14日(巳) 入館無料

なかせんどうたねや

中山護はかつて｢種子星通り｣だった〝‥
明治期から昭利l‥年代まで'叫比島区雄略から北区

/むG･

滝野川にかけての中山道は'迫称｢種子尾迫り｣と呼ばれ､野菜の種子屋のメッカでしたC大正中期には二L)爪以卜の柚子問屋が軒を連ね'合同各地の脇座種

し■-つさ･<ち

子の1人集散地を形成していました｡

その一軒･岱求から巣鴨翫朝巌で挿す問屋を営む桜本留吉商店(現束京挿苗㈱)よりt.九九1年蔵の

け!･｢たい

解休にともない'膨J(な粁料の寄贈を受けました｡当館では'郷⊥資料館友の会古文占サークル会員丘名(通称エノモン会)の協力を得て'資料整理を進めて

きました

今回の企画娘では'その成果を紹介するとともに､
明治脚から昭和戦前期にかけて∩本の虚紫をささえて

,7

きた睡子屋のあゆみを通して'地域の埋もれた塵丑の

歴史に光をあてます｡

TiJ=.｣●と▼lつ展示では､採種良家(侍子を専門に採る農家)や行

し▲.｢Lん

商人 ､種子問尾の道具や文化日新のほか､野菜や探憧糊

)'こ.r

(刑)の写貞'趣向をこらした美しいカタログや綾頒'
そして､もちろん野菜の種子も■堂に節介しながらJ

し●ぴ▲.

現花の種苗業や:3盛について例心をもっていただく機

会としたいと思います｡

また会場には'親子で楽しめる体験コーナーを設けました学芸員による｢企両展兄どころ解説｣も行ないますので'常さんお誘い合わせのうえ'ぜひご水館ください(六貞もあわせてご覧ください)∧'(横山)

◆開館時間-午前九時～午後四時三〇分

◆休館日-月曜日'第三日曜日､二月三日･四日･二三日
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が
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れ
､
池
eS:の
軒
も
廊
と
な
っ
て
い
る

｣
と
解
凍

が
加
え
ら
れ
て
い
ま
す

そ
し
て
.
多
彩
な
鬼

q
の
う
ち
､
点
佃
に
は
i;
卜
に
.小
L
i
r池
娼

マ

ン
モ
ス
プ
ー
ル
の
Ⅴ
托

(紙
幣
IT
の
㍑
丘
ハは
カ

ラ
ー
)
と
'
ア
イ
ス

ス
ケ
I
ト
リ
ン
ク
の
写
平

が
班

E

さ
れ
て
い
ま
す

l

若
か
り
し
切
'
こ
の

｢憾
乍
な
ス
ポ
ー
ツ
の

散
骨
J
を
よ
く
利
川
し
た
と
い
う
硝
石

の
方
々

ぎ曾ii･L
マンモスプールの様子写暮よに見える｢HAWAHAN｣
という*板の下では生5*事も行わrLていたようである｡

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
.Lt
う
か
7

ち
な
み

に
､
顎
JC
に
は
､
友
達
と
ス
ケ
ー
-
セ
ン
タ
ー

に
行

っ
た
も
の
の
ス
ケ
ー
ト
牝
の
サ
イ
ズ
が
<
〓

わ
ず
､

マ
ノ
が
で
,
)て
エ
ラ
く
揃
い
拙
い
を
し

た
中
乍
授
け
代
の
記
憶
が
あ
り
ま
す

今
や
こ
の

｢油
S
tの
斬
れ
伸

は
､
L3
人
輔

茨
が
そ
び
え
る
C
出
納
朋
に
糊
と
比
･>
惟
峡
プ

ラ
ザ
と
し
ま
へ
と
漆
を
変
え
､
行

き
交
う
人
々

の
U
を
引
き
.
ま
た
公
t
(施
設
と
し
て
利
川
さ

れ

て
い
ま
す

た
だ
し
.
こ
れ
ら
の
吐
物
の
tir

前
に
は
､
池
袋
a
S
の
せ
丙
を
つ
な
ぐ
弛
iSi人

絹

が
懸
け
ら
れ
､
そ
し
て
弛
災
駅
納
内
の
税
約
の

倣
q
状
況
も
人
き
く
替
わ

っ
て
し
ま

っ
た
た
め
'

こ
の
二
枚
の
t.L井
の
関
連
¶
を
知
る
下
が
か
り

は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

(軟
山
)



郷
土
資
料
飴

･
概

の
イ
{
ン
ト
倍
報

■
企
画
展

関
連
事
業

①
企
画
展
兄
と
こ
う
解
説

◆

l
'
月
-
I
4
日

(⊥
)
､
二
日

(∩
)
､

二
九
日

(上
)
'
三
C
n

(R
)

◆

一
二
月
-

三
ロ

(⊥
)
'

一
四
日

(R
)

※
各
同
と
も
午
後

一
時
三
C
分
-
二
時
三
0
分

た
ね
ものむ
んと

※
会
場
で
封
の

｢種

物
音頭
｣
を
流
し
ま
す
-
･

※
事
前
申
込
み
不
要
｡
当
日
直
接
展
示
室
に
'

お
越
し
下
さ
い
｡

②
体
験
コ
ー
ナ
ー

『
地
域
史
講
座

■
歴
史
講
座

★こ
れ
は
何
の
タ
ネ
で
し
ょ
う
-

(左
の
写
真
の
答
え
は
'
下
の

｢編
集
後
記
｣

を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
｡
)

★か
ぞ
え
て
み
よ
う
-
I

タ
ネ
何
つ
ぶ
あ
る
か

な-はか胡

★

野菜博
士
に
な
ろ

う
-

ク
イ
ズ
&
漢
字
検
定

(止
解
省
に
は
プ
レ
ゼ

ン
-
差
し
し
げ
ま
す
)

★お
り
が
み
で
野
菜
を

つ
く
ろ
う
-
･

-ち
E+rに●う
こん

企
画
展

｢
1
粒
入
魂
1
-
口
本
の
農
業
を
さ

t'
L=
ヤ

さ
え
た
純
子
屋
-
｣

の
関
連
萌
黄
と
し
て
'
明

治
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
､
中
山
道
沿
い
に
多

く
集
ま
っ
て
い
た
野
生
の
柚
子
犀
の
=4
跡
を
訪

ね
歩
き
ま
す
｡

◆日
和

･
内
容

①

T
C
月
l
二
二
∩

(木
)
企
画
展
の
見
学
と
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

⑦

一
tっ
月
三
つ
目

(木
)
現
地
見
学
会

(J
R

兼
鴫
駅
-
共
鳴
庚
巾
塚
～
欄
本
商
店
-
沌
野
川

の
種
･前
会
祉
～
沌
野
川
八
幡
神
社
-
金
剛
寺
1

飛
鳥
山
公
園

(1
R
王
子
駅
)
約
五
キ
ロ

◆時
間
-
二
同
と
も
午
後
二
時
!
四
時
◆
講
師

-
当
館
学
芸
員
横
山
恵
美
◆
会
糊
…
①
区
立
勤

労
福
祉
会
餌
凹
階

研
修
室
2
②
現
地
集
合

･

現
地
解
散
◆
定

日
-二
〇
も
◆
参
加
資
-
保
険

料

1
0
,J
円
※
テ
キ
ス
ト
と
し
て
(-1+出
展
図
録

二
〇
〇
E
=を
購
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
.

◆
参
加
条
件
･･二

回
と
も
参
加
で
き
る
方

◆
申
込
方
法
-
下
記
を
ご
覧
下
さ
い
｡

昨
年
度
好
評
だ
っ
た
江
戸
シ
リ
ー
ズ
の
第
二

僻
｡
今
年
も
第

一
線
で
酒
躍
し
て
い
る
研
究
者

を
迎
え
'
開
催
し
ま
す
｡

◆日和
･
内
容

･
荊
師

①

.1日
:
1

日
｢江
戸
の
災
害
と
メ
デ
ィ
ア
｣

富
滞
連
三
氏

(錯
節
区
部
上
と
天
文
の
博
物

船
中
E=
朋
在

日
)

②

二

月
八
日
｢江
戸
の
捨
子
弔
怖
｣

中
野
達
哉
氏

(駒
搾
大
学
文
学
部
教
授
)

③

T
l
月

l
ム
R

｢汀
戸
の
玩
具
と
浮
世
絵
｣

藤
岡
嘩
里
子
氏

(前
日召
朴
確
科
人
苧
非
精
勤

_
諮
帥
)

④

二

月
二
二
円

｢Lj
-P
･
束
京
の
牛
乳
事
情
｣

新
藤
悦
正
氏

(本
郷
店
等
学
校
群
帥
)

⑤

二

月
1
'九
R

｢江
1L
の
肯
郁
機
能
と
大
奥
｣

大
石

学
氏

(東
京
学
芸
･i(学
教
授
)

◆

時
間
･-
各
回
と
も
牛
後
lT.時
-
四
時
二
.U
分

◆
場
所
…
区
立
勤
労
福
祉
会
館
六
聯
大
会
議
室

◆
定
員
…
lU
O
名

◆
受
講
料
-
無
料

◆
受
講
条
件
-
全
凹
山
簡
で
き
る
〃

◆中
込
方
法
-
下
記
を
ご
覧
下
さ
い
｡

地
域
史
講
座
と
歴
史
鎮
座
の
申
込
方
法

◆
拝
唱
は
が
き

(
.
人

l
通
ま
で
)
に

｢Q
講
座
名
'
②
住
所
'
③
氏
名

(ふ
り

が
な
)
､
①
年
齢
､
⑤
電
話
市
口上

を
ご
記

入
の
う
え
'
郷
七
資
料
館
へ
(住
所
は
左
記

参
照

)
;

◆
締
切
-

一
〇
月

一
五
日
必
着
｡

Lg
等
者
多
数
の
場
合
は
州
道
の
上
'
結
果

を
返
信
用
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

B

※
展
示
替
え
の
た
め
臨
時
休
館
い
た
し
ま
す
.)

一
〇
月
六
日
(月
)
-
一
〇
R

l
五
日
(水
)

編

集

後

記

か
た
り
べ
別
け
を
お
届
け
し
ま
す
｡

l
〇
月
に
r<
り

:I:>
宵

･
ス
ポ
ー
ツ
日
の

秋
の
到
来
で
す
｡
資
料
鯨
で
は
'
企
画
展

や
誠
旅
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
｡
今
岡
は
企
画
展
に
あ
わ
せ
て
'

親
チ
で
(大
人
同
士
で
も
)
楽
し
め
る
r1
1

ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
｡
皆
さ
ん
ご

l
緒
に

野
菜
と
タ
ネ
の
ふ
し
ぎ
体
験
を
し
て
み
ま

せ
ん
か

(
よ

こ

)

…兜
写
真
の
答
え

A
牒

馬
大

場
(橋
本

農民提
供
)

B
玉
寸
人

蕃
(福
岡

発之助
氏
控
供
)
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